
日中に発電する太陽光発電システムは、夜間や雨などの太陽の光が当たらない
ときには発電できません。しかし、蓄電池があれば、昼間に発電して余った電力を
蓄電池に貯めておくことが可能になります。
蓄電池に貯めた電気を夜間や発電量が少ない日などに使えば、電力会社から電
気を買う必要がありません。電力会社から買う電気の単価は売電価格よりも割高
であることが多いので、トータルの電気代がお得になります。

万が一の停電時には、日中は太陽光の電気、夜間は蓄電池の電気で
家庭内の特定の家電が長時間使用可能になります。
電池が空になっても、日中太陽光で充電できるから、長時間の停電にも
対応できる機能を備えており非常時でも安心です。
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